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これからの教師教育
＝国際的視点から＝

日本学術会議公開シンポジウム

「知識社会における教師の科学的教養
と教員養成」

２００７年３月１２日

佐藤 学

（第一部副部長・東京大学大学院教育
学研究科教授）

質（quality）の危機

教師の優秀性の伝統＝戦前と戦後

戦後の教員養成の原則＝「大学における教員養
成」＝教育刷新委員会の功績

１９４７年当時、「大学における教員養成」を達成
していた国は、アメリカの１６州のみ。

１９５０年代は日本の教師の黄金期。

少なくとも１９８０年代頃まで日本の教師は世界
一優秀であった。
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優秀性を支えた四つの基盤

「大学における教員養成」による高い教養と専門的知識（１９
７０年代までの教師は知的エリート）

教師の高い給与と教員採用における高い競争率（１９７２年
以降は世界一の給与と世界一の競争率）

学校内の校内研修、教師のインフォーマルな研修組織＝イ
ンフォーマルな専門家文化

教師自身の公共的使命の自覚の高さと教師に対する信頼と
尊敬

教育レベルの危機

教育レベルの危機＝１９８０年代以降、欧米諸国の教師
教育は学部レベルから大学院レベルへグレードアップ
（フィンランド＝修士号、アメリカ＝過半数が修士、ドイツ、
フランス等＝大学院レベル）

日本：幼稚園ー短大卒８割、修士取得者

（小学校ー１．４％、中学校ー２．７％、高校ー１０. ６％）
教職の高度化と専門職化の遅れ
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教職の待遇の危機

日本の教師の給与は相対的に低下（初任給２５
０００ドル、ＯＥＣＤ平均２６０００ドル）

地方公務員との給与格差も消滅

過重な労働時間（週あたり５０時間以上）

採用時の競争率の低下

平成１２年度・・・平均１２．６倍

平成１６年度・・・平均４．７倍

非常勤講師、臨時採用教師の激増

質の劣化の危機

研修の機会（授業研究と教育内容の研修）の国
際比較調査によると、日本の教師の研修の機会
は、小学校で世界平均レベル、中学校と高校で
世界最低レベル

団塊世代の教師の退職によって大量採用時代
の到来＝文部科学省の試算で向こう１２年間に
教師全体の３分の１が入れ替わる。（私の予想
では半分以上が入れ替わる）。

教職の尊厳の危機も深刻である。
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教師教育制度の問題構造（１）

戦後の「大学における教員養成」の二つの原理＝「開放
制」と「免許状主義」

教員養成系（学部・大学）と一般大学における教員養成
の二重構造＝国際的に見ると特殊な制度

教員養成系の実態＝「大学における教員養成」ではなく
「教員養成による大学教育」

＜教養教育＞＜教職教育＞＜専門教育＞の対立

教師教育制度の問題構造（２）

教員養成系大学・新構想大学＝＜疑似アカデミ
ズム＞と＜実践的指導力＞の２局分解

一般大学における教員養成＝学生獲得のマー
ケッティング戦略としての「教職課程」

「オプション」としての教職免許取得

専門家資格ではなく学歴しか示さない専修免許
状

「教職大学院」（来年度開設）の混乱
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教師教育制度の問題構造（３）

教師教育の二つのモデル

「ヨーロッパ型」・・・医学部（６年制）と同様の専門家教育

「アメリカ型」・・・・・学部（教養教育）＋大学院（専門家教
育）

日本の教師教育制度は、どちらの型から見ても不十分で
不徹底である。（教員養成学部（大学）も一般大学も教師
教育をまっとうに行ってこなかった。）

教師教育の改革モデル

教師教育のグローバル・モデル＝イギリスの「ジェーム
ズ・リポート」（１９７２年）

人間教育（教養教育）＋教職専門教育＋

導入教育（インターン）＋現職教育（生涯学

習）

日本の教師教育のヴィジョンとしては、「ヨーロッパ型」と
「アメリカ型」の二つを併存させて、＜教養教育＞＜教職
専門教育＞＜教科専門教育＞を統合する改革が妥当
だろう。



6

教職の専門職化

日本の教師教育に最も欠落しているのは専門
家教育（professional education）の概念
教師の仕事は「誰にでもつとまる仕事（easy 
work）」と見なされている.
専門家教育の改革も必要であり、旧来の「技術
的熟達者（technical expert）」に替えて「反省的
実践家（reflective practitioner）」としての教師を
育てるシステムの構築が求められている。

改革モデルの創出へ

専門家教育の中核は＜理論＞と＜実践＞の統
合にある。

専門家教育の方法は事例研究（ケース・メソッド
＞にある。

教師の専門家教育は、＜教養教育＞＜教職専
門教育＞＜教科の教養＞の三つで構成される。

教師の専門家教育は生涯学習として展開される。
（準備教育、導入教育、現職教育）
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改革すべき検討課題（１）

教師の質のレベルの向上をはかるために、教師
教育を学部レベルから大学院レベルにアップグ
レーディングするグランド・デザインを構築する
必要がある。

現行の専修免許状は専門家の資格証明
（certificate）としては不十分である。学部卒で取
得する免許（license）に加えて、大学院レベルで
取得する資格証明（certificate）の新設を検討す
べきである。

検討すべき課題（２）

初等教師の養成においては「教養教育」と「教科
の教養」を重視し、中等教師の養成においては
「教養教育」と「教職専門教育」を重視する必要
がある。

理論と実践を統合する「実践研究」がカリキュラ
ムの中核として準備される必要がある。

養成教育、免許資格、採用、現職研修、評価を
一貫する「教職専門性基準（professional 
standard）」を作成する必要がある。
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検討すべき課題（３）

科学・芸術・体育の教員に関しては、小学校高
学年から専科制を導入すべきである。

都道府県の教員採用において専修免許状の取
得者を優先的に採用する措置を講じるべきであ
る。

課程認定を行っているすべての大学・大学院に
おいて、教職の高度化と専門職化の多様なプロ
グラムの開発を促進すべきである。

検討すべき課題（４）

大学（大学院）は、都道府県教育委員会、市町
村教育委員会と連携し、教職の高度化と専門職
化を推進する施策を講じるべきである。

文部科学省、都道府県教育委員会は、教職の
高度化と専門職化を推進しつつ、教師が安定し
た地位で創造的に職務に専念できるように、給
与と待遇を改善する政策を立案する必要がある。
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教師の科学的教養と教員養成政策：
委員会からの要望（案）

課題委員会委員長

秋田喜代美（東京大学・第一部会員）

要望（案）とは

（会則第２条第1号）
日本学術会議が政府及び関係機関等に対
し。実現を望む意志表示をすること。

（総会、幹事会が決定機関。

出来る限り総会に諮る）
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Ⅰ問題作成の背景
なぜ今要望か
知識社会の到来

生徒
学力

科学的能力の低下
学習意欲の低下

知識社会に応じ新たに
求められる能力

学校

カリキュラム、
授業時数

教師の資質

教師をめぐる問題
＜社会的ニーズ＞

１ 団塊世代の大量退職

２ 知識社会に求められる知識の変化

学ぶ専門家としての卓越性が求められる時代

＜養成政策制度自体が歴史的にもつ問題＞

１ 専門職化の立ち遅れ

２ 教養教育の問題

３ 大学における教職課程科目の授業のあり方

４ 限定的な教職大学院構想
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Ⅱ要望への委員会の基本的なスタンス１

１ 教師に求められるのは実践力だけではなく、

科学的教養としての専門的教養知

「科学的教養：科学の専門的知識を実践の臨床
知へと翻案し科学的コミュニケーションをはかる
能力を有すること」

２ 想定する科学としては自然科学にとどまらず、
人文科学、社会科学等を含む。ただし今回の

具体的要望においては、まず実現可能な

政策として、理数系科目に関する要望を

行う。

要望への委員会の基本的なスタンス２

３ 教員の生涯にわたる養成・免許・採用・現職研修の
長期的なグランドデザインを考える。特定の政策や
教職大学院等の議論のみに終始還元しない。

４ 要望先は文部科学省だけではなく、地方教育委員
会等教育関係諸機関、および大学である。

５ 日本の教師が歴史的にもつ優秀さをさらに伸張し
認めていくことが可能なシステムデザインを模索す
る。
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Ⅲ科学的教養育成のための
短期的な政策課題

➀ 小学校高学年からの理科
専科教員の導入

• 現行の小学校１種免許状では教科に関す
る科目は国語、社会、算数、理科、生活、
音楽、図画工作、家庭、体育の１以上の

科目で合計８単位

・ 専科担任制度

中学教諭免許状を有する者による小学校
理科専科担任は７９人、高等学校免許状
で３１人
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➁ 教員採用試験における専修免許状取得
者の積極的採用

• 採用率（２００５年 文部科学省教職員課）

14.310.710.924.7大学院

6.719.62.810.2短期大
学

10.76.07.021.2一般大
学

21.510.116.125.3教員養成大
学・学部

計高等学
校

中学校小学校

小学校教員の学歴変化
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中学校教員の最終学歴変化
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アメリカ教員学歴の割合（％）

0 10 20 30 40 50 60

学士以下

学士

修士

Educaion specialist

博士（修士以上）

2003-2004

1993-1994

1990-1991

1987-1988

➂ 小学校二種免許状取得者の一種免許状

取得の奨励（義務化）

➃ 中学校・高等学校教員免許取得の課程
認定における１学部（学科）１科目認定

制度の弾力化

➄理系学生の教職科目「実習・実験」に必修
実験単位の振替を認可
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短期的な政策課題２

➅ 現職教師の科学的教養を高める研修内容の導入

（各地域の大学、教育委員会、センターの連携）

➆ 大学院における副専攻制度等による教職教養の高度
化（科学的教養と教職教養両面の高度化）

➇ 高次の科学的教養と教職専門の教養を実践と知識の
両面から評価する教職専門性基準の作成

（NBPTS National Board for Professional Teaching 
Standards：専門職認定協会）
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Ⅳ長期的な教師教育改革への課題

➀ 教員養成課程を学部レベルから大学院レベルに

移行する改革の実施

➁ 大学院修了者を積極的に採用し活用するシステムの
構築

➂ 自然科学系大学院における科学的コミュニケーション

能力育成のためのカリキュラムの検討
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➃ 大学院において現職教師が体系的に

研修できる制度の構築

➄ 科学的教養を備えた教師が採用される

教員採用試験の実施

➅ 小学校教員養成大学大学入試科目での数学お
よび理科系科目の必須化

(高校での理科履修、センター入試科目）
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日本学術会議主催公開講演会 ２００７．３．１２．日本学術会議主催公開講演会 ２００７．３．１２．

知識社会における教師の科学的教養と教員養成
シンポジウムⅠ

生活概念から科学的概念へ
～高い専門性と

子どもの認知的葛藤を洞察する力～

内田 伸子
（お茶の水女子大学）
［第一部会員］

知識社会における教師の科学的教養と教員養成
シンポジウムⅠ

生活概念から科学的概念へ
～高い専門性と

子どもの認知的葛藤を洞察する力～

内田 伸子
（お茶の水女子大学）
［第一部会員］

スクリプト
ⅠⅠ．「認知革命」と．「認知革命」と生活概念生活概念の成立の成立

ⅡⅡ．．生活概念から科学的概念への移行生活概念から科学的概念への移行
★★子どもの子どもの認知的葛藤認知的葛藤のの洞察洞察

ⅢⅢ．学びのリフレクション．学びのリフレクション
⇔子どものわかり直し；メタ言語能力⇔子どものわかり直し；メタ言語能力
★★問いー回答；問いー回答；考える余地考える余地を残すを残す

教員養成教員養成の問題への提言の問題への提言
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ⅠⅠ．「認知革命」と生活概念の成立．「認知革命」と生活概念の成立

「第一次認知革命」「第一次認知革命」
生後１０ヶ月頃生後１０ヶ月頃

イメージイメージの誕生の誕生
モノの同一性モノの同一性の認識の認識
エピソード記憶エピソード記憶の発生の発生

ⅠⅠ．「認知革命」と生活概念の成立．「認知革命」と生活概念の成立

「第二次認知革命」「第二次認知革命」
５歳後半頃５歳後半頃

可逆的操作可逆的操作⇔因果推論⇔因果推論
メタ認知機能メタ認知機能⇔リフレクション⇔リフレクション
プラン機能プラン機能⇔未来の時間軸⇔未来の時間軸

情報処理容量情報処理容量 ３単位～４単位３単位～４単位
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言語情報処理系の神経基盤言語情報処理系の神経基盤

海馬海馬
HippocampusHippocampus

扁桃体扁桃体
AmygdalaAmygdala

ワーキングメモリーワーキングメモリー
ＷｏｒｋｉｎｇＷｏｒｋｉｎｇ ＭｅｍｏｒｙＭｅｍｏｒｙ

第２次認知革命【５歳後半】
短期記憶のスパン；３～４単位

第１次認知革命【10ヶ月】
イメージの誕生

ⅠⅠ．「認知革命」と生活概念の成立．「認知革命」と生活概念の成立

「第三次認知革命」「第三次認知革命」
９～１０歳９～１０歳

具体的操作～具体的操作～形式的操作形式的操作へへ
抽象的思考（命題の操作）抽象的思考（命題の操作）

★教授学習の介入★教授学習の介入
生活概念～生活概念～科学的概念科学的概念へへ
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思春期は第二の誕生期思春期は第二の誕生期
大脳皮質の厚み
１．生後～２０歳すぎまで薄くなっていく

（ネットワーク化とシナップスの刈り込み）
２．思春期に大脳皮質（前頭葉）の厚みが

増す～シナップスの刈り込みで薄化
（Ｇｏｇｔａｙ，Ｎ．（Ｇｏｇｔａｙ，Ｎ． Ｇｉｅｄｄ，Ｇｉｅｄｄ， ＪＪ．，．，ｅｔｅｔ ａｌ．ａｌ．

ＰＮＡＳ，２００４，１０１（２１），ｐ．８１７）ＰＮＡＳ，２００４，１０１（２１），ｐ．８１７）

★大脳は★大脳は
ⅠⅠ．自律的な．自律的な機能的脳器官機能的脳器官である！である！
ⅡⅡ．意思力で．意思力で
環境情報を制御環境情報を制御する器官である！する器官である！

「生活概念」の「生活概念」の芽芽
例．４歳児
積み木をプールに投げ入れる
砂場の「ダム」に小石を落とす

浮力の科学的概念
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素朴理論の成立素朴理論の成立
素朴心理学素朴心理学 ４～５歳４～５歳

例．他人の欲求の推測例．他人の欲求の推測

素朴生物学素朴生物学 ５歳後半～５歳後半～
例．擬人化アナロジー例．擬人化アナロジー

素朴物理学素朴物理学 ９～１０歳９～１０歳
例．影の概念例．影の概念（（光とモノとの関係光とモノとの関係））

地球の概念（万有引力・重力）地球の概念（万有引力・重力）

科学的概念科学的概念

参加参加 教授教授 創造創造
認知的葛藤認知的葛藤 科学的概念科学的概念

１．認知的葛藤⇔１．認知的葛藤⇔問い問い
２．学びの２．学びのリフレクションリフレクション
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認知的葛藤の洞察認知的葛藤の洞察
「自立した探求者」としての子ども

熊大附属小の理科の実践
★観察できない事象を実験で可視化
１．既有知識や経験の把握
２．認知的葛藤の瞬間を洞察し介入する
３．図表や実験での知識を体制化
４．子どもの発話やメモを手がかりに教案を
柔軟に変更する

★理数系は小中教員免許状をもち
中学での理数系専門教育歴５年の教員が担当

ものが水にとけるひみつ
岩永聡教諭
１．子どもの既有知識や経験の調査
①溶けた物は水の中にある．
②溶けた物の重さはなくならない．
③溶け残った物を溶かすには？

水を増やす，水を温める，よく混ぜる，
容器を大きくするなど。
根拠：味や色。

「溶解」の科学的概念は無い！
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溶解のしくみに気づかせる
「溶解」の科学的概念は無い
沈殿しない，透明，均一，重さは変わらない
物が溶ける量は水の量、温度、溶ける物によって違う
⇔この性質を利用：溶けている物を抽出できる
２．「塩田法」の手順をＰＰＴで提示
①塩浜に海水を撒き日向に干す
②塩の付着した砂をろ過
③濃い食塩水を煮詰める⇔塩の抽出
それぞれの手順はなぜ必要か考えながら実
験し気づきや疑問をメモさせる。

子どものコメントの共有
実験記録用紙のコメント例
「しゃもじで砂をかきまぜているとあっと言う間に水気が
なくなり白くなった。ガスコンロの熱で砂の水分が蒸発し
たのかな？」
「コーヒーフィルターに白っぽい砂を入れて塩水を入れ
たとき，ジュッジュッて音がした。砂がものすごく熱かっ
たからかな？」
「土鍋に入れておしゃもじでかきまぜていたら，アッと
言う間にお湯がなくなって塩ができた。すごいな！」

互恵学習；子どもの気づきや疑問の共有
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科学的概念への橋渡し
教師のコメント；

知識の体制化による仕組み抽出
「みんないろいろ大事なことに気づいたね。
もうこれで物が溶けるしくみがわかるね。
ろ過するときにジュッジュッて音がしたろう？
これまでやってきた物が溶けるしくみを
思い出して、今日の実験で気づいたことと
結びつけてごらん。
＜ゆさぶり＞塩の量が増えるのは何故？塩の量が増えるのは何故？」

子どもの認知的葛藤を見逃さない子どもの認知的葛藤を見逃さない
１．班の巡回，実験進行のトラブルの解決
２．子どもの認知的葛藤を見逃さない

← 子どもたちの討論のことば
←しくみにつながる気づきや疑問のメモ

３．班での実験⇔全体討論（３回）
各班のコメントを共有
⇔学びのリフレクション

★教師「塩田法が何千年も続いたわけは？」
• 子どもたち「昔は火を起こすのはたいへん」

⇔⇔効率性（エネルギー消費量・生産性）効率性（エネルギー消費量・生産性）
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語り合おう、私たちの環境語り合おう、私たちの環境
★★生活概念～科学的概念生活概念～科学的概念へ（６年）へ（６年）

熊大附属小熊大附属小 原口淳一先生原口淳一先生

バランスバランストトアクアリウム；アクアリウム；生態系（生態系（小宇宙小宇宙））
バクテリアバクテリア→→分解分解→→硝酸塩硝酸塩

→→（無害？＋）（無害？＋）栄養・肥料栄養・肥料
★★見ることを大切に見ることを大切にしてして確かな確かな概念へ概念へ

見えないもののメカニズムやルール見えないもののメカニズムやルールの抽出の抽出
子どもの拘り子どもの拘り・視点の多様性・視点の多様性⇔⇔認知的葛藤認知的葛藤
→→立ち止まり立ち止まり→→戻し戻し→→「わかりなおし」「わかりなおし」

気になる子どもに焦点化気になる子どもに焦点化
★「硝酸塩」にこだわった子；★「硝酸塩」にこだわった子；
授業の後で授業の後で
P1P1「私、授業をかきまぜちゃったかな？」「私、授業をかきまぜちゃったかな？」
P2P2「「あなたはあなたは““なぜなぜ””を大切にしたからを大切にしたから

とってもよかったよとってもよかったよ」」
★★先生が日ごろの子どもの一人ひとりを認先生が日ごろの子どもの一人ひとりを認
め、多様性を大事にしている姿がモデルめ、多様性を大事にしている姿がモデル
になっているのではないか？になっているのではないか？
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子どもの質問⇔考える余地を残す子どもの質問⇔考える余地を残す
渡辺万次郎さんとお孫さん（５歳，４歳）渡辺万次郎さんとお孫さん（５歳，４歳）
私はかつて幼稚園の二児を近郊に伴った。彼らは

「みやこぐさ」の花に注意を引かれたが、その名を
問うほかに能がなかった。当時、私どもの菜園には、
同じ豆科の「えんどう」の花が咲いていたので、私
は名を教えるかわりに、その花をもって帰り、おう
ちでそれによく似た花を見出すようにと指導した。

彼らが帰宅後、両者の類似を見出した時には、小
さいながらも自力に基づく新発見の喜びに燃えた。
やがて一人は「みやこぐさ」について、「これにも
お豆がなるの？」と尋ねた。それは誰にも教えられ
ない，独創的な質問であった。

私はかつて幼稚園の二児を近郊に伴った。彼らは
「みやこぐさ」の花に注意を引かれたが、その名を
問うほかに能がなかった。当時、私どもの菜園には、
同じ豆科の「えんどう」の花が咲いていたので、私
は名を教えるかわりに、その花をもって帰り、おう
ちでそれによく似た花を見出すようにと指導した。

彼らが帰宅後、両者の類似を見出した時には、小
さいながらも自力に基づく新発見の喜びに燃えた。
やがて一人は「みやこぐさ」について、「これにも
お豆がなるの？」と尋ねた。それは誰にも教えられ
ない，独創的な質問であった。

私はそれにも答えず、次の日曜に彼らに現場で確か
めることを提案した。
次の日曜に彼らがそこに小さな「お豆」を見出した

とき、そこには自分の推理の当たった喜びがあった。

秋がきた。庭には萩の花が咲いた。彼らは萩にも豆
のなることを予測した。彼らは過去の経験から、いか
なる花に豆がなるかを自主的に知り、その推論を独創
的にまだ見ぬ世界に及ぼしたのである。

私はそれにも答えず、次の日曜に彼らに現場で確か
めることを提案した。
次の日曜に彼らがそこに小さな「お豆」を見出した

とき、そこには自分の推理の当たった喜びがあった。

秋がきた。庭には萩の花が咲いた。彼らは萩にも豆
のなることを予測した。彼らは過去の経験から、いか
なる花に豆がなるかを自主的に知り、その推論を独創
的にまだ見ぬ世界に及ぼしたのである。

高橋金三郎『授業と科学』麦書房、渡辺万次郎『理科の教育』 1960高橋金三郎『授業と科学』麦書房、渡辺万次郎『理科の教育』 1960

高１生（高１生（1515歳）の学習到達度調査歳）の学習到達度調査

数学的数学的
リテラシーリテラシー

問題解決問題解決
能力能力

論証力論証力
××読解力読解力

科学的科学的
リテラシーリテラシー

１位グループ（６位）１位グループ（６位） １位グループ（１位）１位グループ（１位）
２０００年の平均得点（同一領域）と同程度２０００年の平均得点（同一領域）と同程度

ＯＥＣＤ平均と同程度（ＯＥＣＤ平均と同程度（1414位）位）

１位グループ（２位）１位グループ（２位）

１位グループ（４位）１位グループ（４位）

２位グループ（８位）２位グループ（８位）
２０００年の平均得点より有意に低下２０００年の平均得点より有意に低下

１位グループ（２位）１位グループ（２位）
２０００年の平均得点と同程度２０００年の平均得点と同程度

未調査未調査

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）国際調査 ２００４年12月7日

３年前比３年前比 日本下がる日本下がる

論証力論証力 ８位８位→→１１４位４位 数学応用力数学応用力 １位１位→→６位６位

2003年調査結果（40カ国） 2000年調査結果（31カ国）
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「１に教師、２に教師、３に教師」「１に教師、２に教師、３に教師」

「１に教師、２に教師、３に教師」「１に教師、２に教師、３に教師」

（教育省のヤッピネン事務次官）（教育省のヤッピネン事務次官）
１．教師は大学院修士課程修了者１．教師は大学院修士課程修了者
２．教師教育：２．教師教育：大学で地域の乳幼児のためのデイケア大学で地域の乳幼児のためのデイケア

センターを開設し、センターを開設し、実地教育で子ども実地教育で子ども
のの成長を支える教育実践を構想する実成長を支える教育実践を構想する実
践的知識践的知識の涵養を中核に置いている．の涵養を中核に置いている．

（オウル大学教師教育学科）（オウル大学教師教育学科）
３．教員採用試験：３．教員採用試験：
４．少人数学級（１クラス２５名）４．少人数学級（１クラス２５名）

教師＝「国民の蝋燭」教師＝「国民の蝋燭」
フィンランドの教師への敬慕の念；フィンランドの教師への敬慕の念；

フィンランド人は小さな蝋燭の灯りを大事にする．フィンランド人は小さな蝋燭の灯りを大事にする．
暗闇の中で灯りをともし、知へと誘い、人を導く教師暗闇の中で灯りをともし、知へと誘い、人を導く教師
への尊敬とあこがれを込めてへの尊敬とあこがれを込めての表現．の表現．

「教師教育は学問的にも専門職的にも高度な質「教師教育は学問的にも専門職的にも高度な質
をもつべき．教職専門性を高めるために自立的をもつべき．教職専門性を高めるために自立的
で、協同的な開発者となれるように支援され、で、協同的な開発者となれるように支援され、
社会的に尊敬されるべきである．」社会的に尊敬されるべきである．」

圧井良信・中嶋博（編著）圧井良信・中嶋博（編著）『『フィンランドに学ぶ教育フィンランドに学ぶ教育
と学力と学力』』明石書店，明石書店，p.159p.159））
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科学技術分野の人材育成科学技術分野の人材育成
平成１９年度の新規事業平成１９年度の新規事業

科学技術振興機構（ＪＳＴ）科学技術振興機構（ＪＳＴ）
理科支援員の配置理科支援員の配置（理数教育充実策）（理数教育充実策）
対象対象 全国３０００の小学校全国３０００の小学校

５，６年生の理科５，６年生の理科
実験，観察，教材開発のサポート役実験，観察，教材開発のサポート役
★★研究者，技術者，大学院生の派遣研究者，技術者，大学院生の派遣
（体験的な活動を充実させないと（体験的な活動を充実させないと
子どもたちも関心をもたないだろう）子どもたちも関心をもたないだろう）

提案：提案：教科担任制教科担任制の導入の導入
５，６年生の理科担当教員

１．小中学校の教員免許状（理科専門）
＋教員大学院修了者の特別枠

２．小学校と中学校の人事交流制度
理科，数学，国語，英語活動など
★中学で理科の教育歴３～５年
「中一プロブレム」の解消

３．教職専門科目「子ども理解」
４．研修制度の見直し；大学との連携
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1

1

日本学術会議シンポジウム
「知識社会における教師の科学的教養と教師教育への提言」

教師の科学的教養と教員養成
–安全科学分野からの提言–

日本学術会議第2部部長・東京大学名誉教授
唐木 英明

2



2

3

4



3

5

科学技術立国を目指す国の
首相の公式HPですか？？

6

２００４年１２月８日

「血液型を扱う番組」に対する要望

放送倫理･番組向上機構[ＢＰＯ]・放送と青少年に関する委員会

「血液型を扱う番組」はいずれも、血液型と性格や病気などとの関係があたかも
実証済みであるかのごとく取り上げている。

しかし、これを支える根拠は証明されておらず、本人の意思ではどうしようもない
血液型で人を分類、価値づけする考え方は社会的差別に通じる危険がある。

判断能力に長けていない子どもたちは、血液型が性格を規定するという固定観
念を持ってしまうおそれがある。

放送局は「血液型ですべてが決まるわけではありません」「血液型による偏見や
相性の決めつけはやめましょう」などのテロップを流すようになったが、これは弁
解の域を出ない。

民放連は、放送基準の「第８章表現上の配慮」５４条で、「占い、運勢判断およ

びこれに類するものは、断定したり、無理に信じさせたりするような取り扱いはし
ない。」と定めている。「血液型を扱う番組」は、これに抵触するおそれがある。
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7

科学知識・科学リテラシーの不足
とくに生命科学・安全科学分野

血液型と性格 ・ お遊びだからいい？
海洋深層水ミネラルウォーター ・

地域の活性化だからいい？
マイナスイオン、トルマリン、血液サラサラ、
食品添加物たたき、健康食品ブーム、
フード・ファディズム、BSE全頭検査・・・

教育界の問題
食品添加物拒絶反応
「水からの伝言」 ・ 道徳教育だからいい？

8

化粧品・ウエットティッシュ・入浴剤など化粧品・生活用品

ジャム・水菓子 など菓子・嗜好品

塩・醤油・ポン酢 など調味料

加工品（豆腐・かまぼこ・漬け物 など）
干物
野菜・果物（エノキ・ナス・トマト など）

・加工品
・干物
・農産物

食品

日本酒・リキュール・焼酎 など酒類

水・清涼飲料水 など飲料水

海洋深層水を利用した商品

健康に良いことを示した科学論文＝ゼロ！
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http://www.n-ion.com/ggadw/item/01/index.html

健康に良いことを示した科学論文＝ゼロ！

10

科学知識・科学リテラシーの不足
とくに生命科学・安全科学分野の誤解
血液型と性格 ・ お遊びだからいい？
海洋深層水ミネラルウォーター ・

地域の活性化だからいい？
マイナスイオン、トルマリン、血液サラサラ、
いわゆる健康食品、フード・ファディズム、
BSE全頭検査・・・

教育界の問題
食品添加物拒絶反応
「水からの伝言」 ・ 道徳教育だからいい？
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11

http://www47.tok2.com/home/ruu/tenkabutu.htm

食品添加物の授業 ＴＯＳＳ鹿児島『ティダ』・ＴＯＳＳ奄美 上山留美

おやつの取り方が非常に気になる現代の子どもたち。食品添加物をたっぷり含んだ菓子
がたくさんです。そこで，食品添加物について知り，どのように食べていくことが大事か分
かるよう授業プランを作りました。

「害」と黒板に書く。

発問１ 何と読むでしょう。

発問２ 体に「害」のあるものを飲んだり，食べたりしたことはありますか。

発問３ 体に「害」のあるものを飲んだり，食べたりするとどうなりますか。

「おなかが痛くなる」「病気になる」「死ぬ」

発問４ 今から出てくる食べ物の中に体に「害」のあるものが入っているものがあります。
どれでしょう。 「ジュース」「スナック菓子」「ガム」「ハム・ソーセージ」「肉」

説明２ 正解は，全部です。「食品添加物」（黒板に書く）というものが入っています。食
品添加物は，食品が腐るのを防いだり，色やにおいをつけておいしく見せたり，食品に
味をつけたりるために使われたりしています。この食品添加物の中に，体に「害」を与え
るものがあるのです。日本では，約３５０種類の食品添加物が使われています。

＜参考文献＞
「体から毒をだそう！」奥田巌文氏論文
「食品添加物の害」横崎邦子氏 ＨＰ
http://www.tcat.ne.jp/~yokozaki/tenkabt
u-top.htm

12

ガン ：１９７５年（昭和５０年）ごろから急激に増加しています。原因としては、

添加物や、農薬などの増加が考えられます。添加物は、昭和３０年頃から
大量に使用されるようになってきました、それから、１５年から２０年経過し
てその影響が次第に現れてきたと考えられます。

http://www.tcat.ne.jp/~yokozaki/tenkabtu-top.htm

ＴＯＳＳ ＤＲＥＡＭＳ ＣＯＭＥ ＴＲＵＥ
６年生対象 横崎 邦子
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無作用無作用

一
日
摂
取

量
少量

安全係数
1/100

安全域

多量

毒性

無
毒
性
量

致
死
量

許
容
量

健康被害

化学物質の用量作用関係

食品添加物
残留農薬

14＊ ジメチルアシンはジメチルアミン の間違い

＊

神話を広める副読本

食品添加物
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化学物質の相互作用の例
１）化学物質Aは化学物質Bの代謝酵素を抑制する。
細胞機能に作用する量のAとBを同時に投与すると、
Bが代謝されずに体内に溜まり、その作用が強く出る。

２）化学物質Cは化学物質Dの代謝酵素を活性化する。
細胞機能に作用する量のCとDを同時に投与すると、
Dはすばやく代謝されて、作用が出にくい。

・細胞機能に作用しない量の化学物質をいくつ与えても、
何の作用も現れない（用量作用関係）

代
謝
酵
素

化学物質

代謝して無効化

細胞機能
変化

化学物質

作
用

濃度

作用

16

食品添加物による健康被害食品添加物による健康被害

戦前から戦後の混乱期に多量を使用して健康被害
･ホウ酸、ホルムアルデヒド（保存料）

･オーラミン、ローダミンB（色素剤）
･ズルチン（甘味料） など

その後、予防の原則で禁止したが、健康被害は未確認
･AF2（防カビ剤）
･チクロ（甘味料） ＜その後発がん性は否定＞

･サッカリン（甘味料） ＜その後発がん性は否定＞

･アカネ色素（色素剤） など

厳しい対策により、

法律違反はあっても、健康被害は出ていない
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「無添加・無農薬」 のgoogle検索結果約 100万件

無添加食品の通信販売良品市場◆無添加食品の通信販売『良品市場』～無添加食
品、調味料をメインに販売しています。体のことを考えて食品添加物や農薬、化学肥
料を極力使用せず、健康に繋がる「食」に正しく取り組んでいます。 ...

www.ea-gent.co.jp/ryohin/ - 58k - 2004年10月5日 -キャッシュ -関連ページ

無添加食品販売協同組合...身体にとって有益であるどころか、有害にもなりかねな
い食品が増えてしまった現在、本物の食品とは何かを考える人々が集まって誕生し
た農林省認可の事業協同組合。無添加食品販売協同組合は、検査センター ...
www.mutenka.or.jp/ - 10k - 2004年10月5日 -キャッシュ -関連ページ

無添加食品のプレゼント・ギフト ...無添加食品のプレゼント お中元にいかが. 無添加
食品のプレゼント、 お中元にいかが. ...酒蔵謹製天領無添加食品のプレゼント、お
中元にいかが. ◇ご予算3,500円までお中元に天領冬ギフト無添加食品. ...
www.tenryou.com/hinoya/gift/syoku.html - 20k -キャッシュ -関連ページ

安心無添加ドットコム -静岡の無添加食品 ...安心無添加の食品、完全無農薬煎茶、
環境を浄化するEM関連商品など、100点以上の商品 を取り扱っている通販サイトで
す. あなたの健康な生活を応援します, ...
www.anshin-mutenka.com/ - 23k -キャッシュ -関連ページ

無添
加・
無農
薬は

大き
な市
場！

ドッ
グフ
ード
や化
粧品
まで
！

添加
物は
健康
に悪
いの
か？

無添
加は
健康
に良
いの
か？

18

無添加食品の販売業者で

添加物が「健康に悪い」ことを証明したものはゼロ
無添加が「健康にいい」ことを証明したものはゼロ！

結 論
無添加は消費者の健康に利点はない！

保存期限の短縮などにより
消費者に衛生上、経済上の負担を与えている！

「消費者が望むから」という理由が許されるか？

科学的根拠が全くない以上
消費者の誤解を利用して

消費者を馬鹿にした詐欺に近い商法！
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19http://www.hado.com/

江本勝著

20http://www.hado.com/

温度条件を変えれば、
いろいろな形の氷の結晶を
作ることができる

ニセ
科学
！
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これを教材に使う教員

おとぎ話だから使っても良い！

理科の授業ではなく、道徳の授業だから良い！

本当にそうですか？

100年前と、現在では
科学に対する考え方が大きく変わったことを

理解しなくてはならない

22

科学の歴史

技術革新の科学
Science for Technology

社会制度の科学
Science for Social System

理学：自然・宇宙の理解
Science

文学：人間の理解
Philosophy科学

Philosophy 
Science

学究の科学
Academic Science

社会のための科学
Science for Society

Science for Innovation

知的
好奇心

社会
法・経

産官学連携

技術
農・工・医

安全・健康・豊かさ・便利
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哲学 Philosophyの時代
教養のための学問

技術とは無関係
不正の影響はほとんどなかった

科学 Scienceの時代
社会のための科学の発達

産業革命・科学と技術の接近
安全で豊かな生活のための科学

科学の不正も、科学に対する誤解も
社会の安全性を揺るがす

24

安全・健康・豊か・便利
そんな生活のために科学が役立っている

⇒ 科学はすごい！

ところで、科学って何？
⇒ よく分からない、分かったつもりでも分かっていない

その結果、科学の常識が国民の常識になっていない
⇒ 偽科学を信じてしまう

教員は違う？
⇒ そうでもない！

教員の誤解は子供に伝えられ、拡大する！

対 策
⇒ 科学リテラシーの向上
メディアリテラシーの向上

商売のための偽科学があることを理解し、自衛する



13

25

26

アレクサンダー・フレミング
1881 - 1955

1929 抗菌物質ペニシリンの発見

1940 ペニシリン再発見・精製・製剤開発

H.W.フローリー
1898－1968

E.B.チェイン
1906－1979

「学究
の科
学」か

ら

「社会
のた
めの
科学
」へ
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ビアトリクス・ポター著

ピーターラビット

1893年

レタスをお腹いっぱい食べた
ウサギたちは
眠ってしまいました

「発掘！あるある大事典」 １９９８年１０月２５日放送

実験でレタスの汁を与えても、マウスは眠らなかった。
しかし放送では、「眠ってしまった！」と説明

http://blog.livedoor.jp/zizineta/archives/52000753.html

100年前は、おとぎ話だった
100年後には、科学と受け取った？
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教師の科学的教養と教員養成
コメント -物理学研究者の立場から-

東京大学理学系研究科
佐藤勝彦

（３部会員）

I.はじめに

II.教師の科学的教養に求めるもの

III.大学院修了者の積極的な採用と活用システムの構築について

I はじめに

• ゆとり教育 ー理科授業の大幅な削減ー

小・中学校でおよそ３割カット

• 社会の一般的知的荒廃
ー深く考えることの拒否 ー金儲けを除いてー

先進国の中でも科学的教養のない国となった。

• 子供たちの学びからの逃走 ー二極化ー

科学的教育に対する不安
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教師の問題

• 社会的地位、賃金水準の低下。
• 大学設置基準の大綱化により教養部解体。
科学を含む教養教育の低下。

• 小学校教員養成過程では、理科の単位は選択
制のため実質、最低限しか選択されない。

・２単位の教科専門科目（数学、理科等）で免許状取得、小学校教師に。

・乾電池、豆電池、導線で回路を作る問題で教師の５１％が誤り。
（理科教育学会、１９９４年国立大学教育学部小学校課程調査）

・２００２年専科担当が始まったが、専科担当に代わってほしい教師が５１％
（宮城県教育研修センター、２０００年）

・２００年度採用教師の７０％は理科実験未経験 （滋賀県、「理系白書」毎日新聞）

教師個人、グループ、地域サークル、理科教育学会等の活動を通じて自身の力量の
みならず教師の科学力に寄与している。

小学校教員希望学生の高校での
理科履修・センター入試科目

岩手大学教育学部 平成１５－１６年 八木等、物理教育５４巻第３号（２００６）２４５

物理学の履修は１0％、 物理IIは５％程度

論理を詰めて考え学習する物理が嫌われ、相対的に「憶える」ことの多い科目が好ま
れる。

センター入試で物理を選ぶ人も１０％
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II.教師の科学的教養に求められるもの

• 自然世界に対する体系的教養 ー科学的自然観ー

１．自然世界の階層構造

２．自然世界は確固とした法則によって運動

３．自然世界の進化

宇宙史、地球史、生命史、人類史

細かな知識ではなく、科学的世界観・自然観

人間より人間より小さな小さなスケールスケール

１ｍ１０-3 ｍ１０-9 ｍ１０-12 ｍ １０-6 ｍ

１ ｐｍ

ピコメートル

１ ｎｍ

ナノメートル

１ μｍ

マイクロメートル
（ミクロン）

１ ｍｍ

ミリメートル

針
の
穴
・髪
の
毛

可
視
光
の
波
長

原
子
核
の
大
き
さ

原
子
の
大
き
さ

ウ
ィ
ル
ス

O-157

細
菌

プランクスケール
１０-35ｍ １０-32ｍ １０-21ｍ １０-18ｍ

大統一スケール 電弱統一スケール
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１2800kｍ

１ ｍ １０3 ｍ １０6 ｍ １０18ｍ１０12ｍ １０24ｍ

人間より人間より大きな大きなスケールスケール

１ｋｍ １０００ ｋｍ
１天文単位 １光年

宇
宙
の
果
て

小学生は天動説を信じている？

小学生に対する調査 （２００４年秋天文学会発表）
８都道府県（14学校）で、1692名の児童・生徒対象
にアンケート調査（３種類）を実施

天動説： 太陽は地球の周りを回っている。 ４２％
地動説： 地球は太陽の周りを回っている。 ５６％
無回答 ２％

（小学生合計 ３４８名）

「人工衛星と同じように地球の周りを回っている天体は？」

月 39％， 火星 27％， 太陽 24％， 分からない 10％

学習指導要領：３年生 地上から見た太陽の動き
４年生 地上から見た月，星の動きのみ。

地球が球体の天体であること，それが自転，公転していることは教えない。

縣秀彦氏（国立天文台） 報告より
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反応

• 文部科学省事務次官： 地球の自転や公転は、中学校で。小学校では、
観察を基にして、太陽の動きなどを教えることになっている。（毎日新聞
要約）

• ある科学者： この手の「知識」の多くは，常人が日常生活していて自然
にこみ上げてくるような実感を伴うものではなく，いわば「詰め込む」もの
だ。・・・・・・・・・・ （京都新聞）

• この件、私には忘れられない記憶があります。小学校4年生で、太陽の
動きの単元を習ったとき、「太陽が動いている」という先生の言葉に違和
感を感じて、「太陽が動いているんじゃなくて、地球が動いていると思いま
す」と発言したら、「地球が動いてるってことがどうしてわかるの？証明で
きるの？」というようなことを言われ、「本で読んだ」としか答えられず、す
ごく悔しかったのを覚えています。 （サイエンスＥネットML）

多くの人々は驚き改善すべきという意見

しかし 縣秀彦氏（国立天文台） 報告より

直接見てさわることができないものは小学校では学ぶことができないのか？

人類の歴史の中で得られた確固とした自然の体系を教えることは直接見ることができ
なくても必要。

教師の科学的教養に求められるもの

• 自然世界に対する体系的教養 ー科学的自然観ー

１．自然世界の階層構造

２．自然世界は確固とした法則によって運動

３．自然世界の進化

宇宙誌、地球誌、生命誌、人間誌

細かな知識ではなく、科学的世界観・自然観
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自然（物質）世界は法則に基づき運動
世界は進化、現在の構造は歴史的所産

• 物理法則と、それに基礎をおく法則によって、世界は運動・
時間発展。

• 占星術、超能力、ニセ科学の蔓延は科学的自然観の欠如。

最近の小学校授業でおこったこと 「水からの伝言」：水に「ありがとう」話
すときれいな結晶、「ばかやろう」というときれいな結晶できない。

「道徳」の教材として授業で教えられた。

• 科学的な宇宙史、地球史、生命史、人類史が描き出されて
いる。 ビッグバン、生命の進化、は高校の選択で、もしくは
発展的課題、 人類の進化は生物では学ばない。

菊池誠 物理教育５４、３号（２００６）２２６

我々は、いま自然世界のなかでの人間の位置
を知っている。

• 人類の進化など、生物学的理解は広く人間、人
間社会を理解する不可欠な教養

「われら何処より来りしや」、「われら何者なるや」、「われら何処に去らんとするや」 「ゴーギャンの晩年の品」「ゴーギャンの晩年の品」

ボストン美術館所蔵

生物の進化の産物として人間が存在することを深く認識すれば、超能力など持ち
得ないことは自明。
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III.大学院修了者の積極的な採用と
活用システムの構築

・教職大学院は、一部の大学のみを対象にしており、開放制を原則としてきた日本の教員養
成制度において、国公私立いずれの大学においても広く実施可能な方策とはなりえない。

平成２０年度からの教職専門職大学院設置

教壇での豊富な経験を持つベテラン教師のみ
ならず、科学者により講義の充実。 単なる技
量だけではなく、真に科学的自然観を持った教
師の養成を行うべきである。

日本物理学会からの中央教育審議会
への要望書

2005 年7 月14 日

初等中等教育および教員養成の専門職大学院設置に関する要望
社団法人日本物理学会

要旨

４．教員養成の専門職大学院を理科に詳しい教員の増加のために生かす
方策について現在検討が進められている教員養成の専門職大学院（教
職大学院）を，科学的知識の豊かな教員の増加に資するものとして機能さ
せるために，理学部，工学部，農学部等を卒業して教科の内容について
は十分な知識を持つ人が，そこで教育法の訓練を受ければ，教育学部卒
業者／教育系大学院修了者と同等の小学校～高校教員資格を得られる
ような形の専門職大学院設置にも，道を開くことを要望します。
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教師の科学的教養育成のための短期的政策課題への
提言
①
②
・
➆大学院における副専攻制度等による教職教養の高度化

• 東京大学教育学研究科学校教育高度化専攻副専攻
学校教育高度化専攻の教育内容開発コースに他の研究科から
４0名の副専攻を受け入れ、10単位の履修と実践研究により修了認定

・研究に追われている理学系研究科院生にとって、履修は容易ではないが、教職・教育
についてきちんと学ぶことができる。

・理系院生が科学コミュニュケーション能力が高いわけではない。きちんとした学習が

必要。当然教育法の訓練必要。

・将来 高い科学教養をもった教師が育つことを期待。
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教師の科学力養成－最北の教師の科学力養成－最北の
教員養成大学より教員養成大学より

日本学術会議主催公開講演会

知識社会における教師の科学的教養と教員養成

平成19年3月12日

北海道教育大学
氷見山幸夫

教 育

環 境 地 図

私たちの身の
まわりの環境
地図作品展

環境地図教育ネットワーク
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環境地図づくりで高める環境地図づくりで高める
総合的科学力総合的科学力

１）計画立案
２）調査準備
３）調査・観察
４）記録(マッピング)
５）地図作製
６）地図の読みとり・説明
７）発表

総合的科学力，空間的・地域的思考能力，
Graphicacy, 地域・環境・地図etc. への関心、小・中・
高・大・社会の連携・・
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全国水環境マップ実行委員会

全国水環境マップ実行委員会
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Think globally, act locally.
Rene Dubos, UN Conference on the Human Environment

Think globally, act globally.

Think locally, act globally. 

Think locally, act locally.

Regionally, Nationally,etc.

空間的・地域的思考力空間的・地域的思考力
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これからの教師教育政策

平成１９年３月

文部科学省

Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か
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Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か

○教員評価
・教員評価の結果を処遇に反映

○現職教員研修
・初任者研修、十年経験者研修など教員研修の充実
・民間企業等での社会体験研修

○指導力不足教員の人事管理システム
・全都道府県等で整備。平成17年度、５０６名が指導力不足
教員として認定中

○条件附採用期間制度
・平成17年度は、本制度により198名が不採用

○分限処分（不適格教員）

○懲戒処分（非違行為）

○事務職員など他職への転任

教員の資質の向上のための総合的な施策について
養成・免許・採用

○教員養成課程
・「教職実践演習（仮称）」の必修化
・教職大学院の創設

○教員免許制度
・教員免許更新制の導入 等

○教員採用
・面接、実技試験の重視
・社会人等の特別選考 等

現職教員に対する施策

○優秀教員顕彰
・46都道府県・指定都市教育委員会で実施（平成18年度）
・国による表彰の実施（文部科学大臣優秀教員表彰事業：平成18年度から実施。765名表彰。）

○給与上の処遇
・教員の能力・実績に応じたメリハリある処遇

教壇からの退出
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今後の教員養成・免許制度の在り方について（平成18年7月中教審答申）

◎教職課程の質的水準の向上

◎教職大学院の設置

◎採用選考の改善・充実
・人物評価の一層の充実
・採用スケジュール全体の早期化
・受験年齢制限の緩和・撤廃
・民間企業経験者の活用等

【養成段階】

教員のライフステ－ジ 【採用段階】 【現職段階】

◎現職研修の改善・充実

◎人事管理の改善・充実
・指導力不足教員に対する人事管理システ
ムによる分限制度の厳格化 等

◎教員評価の推進

現在、教員に最も求められていることは、広く国民や社会から尊敬と信頼を得られる存在となること。

改革の方向改革の方向

改革の具体的方策改革の具体的方策

１：教職課程の質的水準の向上１：教職課程の質的水準の向上 ２：教職大学院制度の創設２：教職大学院制度の創設 ３：教員免許更新制の導入３：教員免許更新制の導入

◆趣旨
免許状の取得後も、その時々で求められる教員

として必要な資質能力が保持されるよう、定期的に
必要な刷新（リニューアル）を図るための制度として、
更新制を導入

◆免許状の有効期限 １０年間

◆教職課程に係る事後評価機能や認定審査
の充実
是正勧告や認定取消を可能とする仕組みの

整備

・「教職実践演習（仮称）」の新設・必修化
「使命感や責任感、教育的愛情等を持って、
教科指導、生徒指導等を実践できる資質能
力」を最終的に形成し、確認

◆更新の要件を満たさなかった場合、免許状
は失効

◆更新要件
有効期限内に免許更新講習を受講・修了するこ
と（直近２年間で３０時間）

◆現職教員にも更新制を適用
免許状に有効期限は付さないが、１０年ごとに同
様の講習の受講を義務付け、修了しない場合は
免許状は失効

◆修業年限 標準２年

◆修了要件

２年以上在学し、４５単位以上修得（１０単位以
上は学校における実習）

◆教育課程・方法

・体系的に開設すべき授業科目の領域（５領域）
を定め、すべての領域にわたり授業科目を開設

・事例研究、フィールドワーク等

◆教員組織 実務家教員４割以上

◆目的・機能

・実践的な指導力を備えた新人教員の養成
・現職教員を対象に、スクールリーダー（中核
的・指導的な役割を担う教員）の養成

－学部段階で責任を持って必要な資質－学部段階で責任を持って必要な資質
能力を確実に身に付けさせる能力を確実に身に付けさせる－

－教職課程改善のモデルとなる－教職課程改善のモデルとなる
「教職大学院」制度の創設－「教職大学院」制度の創設－

－養成段階を修了した後も、教員として－養成段階を修了した後も、教員として
必要な資質能力を確実に保証する－必要な資質能力を確実に保証する－

◆大学における組織的指導体制の整備

・教育実習における大学の責任ある対応を
法令上、明確化
大学の教員と実習校の教員が連携して指導
能力、適性等に問題のある学生は実習に出さ
ない

①大学の教職課程を、教員として必要な資質能力を確実に身に付けさせるものに改革する。
②教員免許状を、教職生活の全体を通じて、教員として必要な資質能力を確実に保証するものに改革する。

Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か
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（１）．第３期科学技術基本計画（平成１７年１２月）

○高度・先端的な内容の理科、数学、技術等の教科を分かりやすく教え、魅力ある授業を行うこ
とができる教員の養成と資質向上のため、教員養成系大学を中心として、大学における教職
課程の教育内容・方法の見直しと充実を図る。

○教員の専修免許状の取得のための取組を推進するとともに、高い専門性と実践的な指導力
を発揮できる教員の養成を行うことができるよう、教員養成における専門職大学院制度の活用
やそのあり方を検討する。

○幼稚園から高等学校に至る教員養成系大学附属学校において、教育内容・方法について大
学の研究成果を取り入れた理数教育を行うなど、大学と連携した実践的な取組を継続的に実
施する。

第３章 科学技術システム改革
１．人材の育成、確保、活躍の推進

（４）次代の科学技術を担う人材の裾野の拡大
①知的好奇心に溢れた子どもの育成

理科や数学が好きな子どもの裾野を広げ、知的好奇心に溢れた子どもを育成するには、初等
中等教育段階から子どもが科学技術に親しみ、学ぶ環境が形成される必要がある。

１．理科教育に関する政府の政策提言

○文部科学省・教育委員会・学校は、小学校高学年の理科、算数などについては専科教員を

増やす。

Ⅱ．教育再生のための当面の取組 ＜教育内容の改革＞
１．「ゆとり教育」を見直し、学力を向上する

（１）「基礎学力強化プログラム」

○ 教育委員会は、社会人経験者や教員養成系学部卒業者以外の大学卒業者も積極的に採

用する。また、特に理数系の教員としては、実績のある研究者、大学院修了者など専門的知識

に優れ、子どもたちにとって魅力ある者を採用する。

○教育委員会は、これらの取組に当たって、特別免許状の授与を前提とする採用選考を推進

するなど、特別免許状制度を積極的に活用する。

４．あらゆる手だてを総動員し、魅力的で尊敬できる先生を育てる

（１）社会の多様な分野から優れた人材を積極的かつ大量に採用する

（２）．教育再生会議第１次報告（平成１９年１月）
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（１）．現在行われている取組

国家的政策課題として掲げられている法曹、教員、国際的通用性を有する高度専門職業人な
どにおいて、国民の期待に応える質の高い人材を数多く養成することを目的として、専門職大学
院や教員養成を行う課程認定大学等において取組のうち、教育方法等の開発や充実により質
の向上が見込まれる優れたプロジェクトに対し重点的支援を行う。

平成１９年度予算案 １３．１億円

○「理数教員養成におけるＳＴＣプログラム開発」【東京理科大学】 （平成１８年度）

教職課程において高度の専門性と実践的生徒指導力を有する高等学校理数教員養

成をサポートする総合的なスクール・トゥ・キャリア（ＳＴＣ）プログラムの開発を目的とする。

○「科学コミュニケーション能力を持つ教員養成」【お茶の水女子大学】 （平成１７年度）

現職の小・中学校教員と大学院生を対象として、地域社会から尊敬される科学教育指

導者の養成を目的とする。

① 専門職大学院等教育推進プログラム（教員養成ＧＰ）

【具体的な採択例】

２．理数教員施策

産業教育・理科教育に関して優れた自主的調査研究課題を有する者を大学または
民間企業等の施設に派遣し、産業教育・理科教育担当教員等の資質の向上を図る。

＜派遣実績（平成１８年度理科担当教員の派遣実績）＞

２６名 １２ヶ月 ： １８名

６ヶ月以上１２ヶ月未満 ： ５名

１ヶ月以上３ヶ月未満 ： ３名

＜派遣先の例＞

国立大学法人 東北大学大学院 理学研究科

名古屋大学大学院 生命農学研究科

大分大学 教育福祉科学部

② 産業教育、理科教育において指導的立場にある教員の派遣研修
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免許状を有しない優れた知識経験を有する社会人を学校現場へ迎え入れるため、都道府

県教育委員会が行う教育職員検定の合格により授与する「教諭」の免許状（学校種及び教

科ごとに授与）

○授与要件：① 担当教科に関する専門的な知識経験や技能を有すること

：② 社会的信望及び教員の職務を行うのに必要な熱意と識見を

有すること

＜Ａ．特別免許状＞

【授与件数－平成18年4月1日現在－】
のべ １９５ 件 小：２件（１件）、中：１３件（２件）、高：１３９件（２３件）

かっこ内は、理科・数学（算数）・工業の免許状の授与件数

＜具体的事例＞

小 ： 算数（予備校講師）

中 ： 理科（農学博士研究者）、数学（予備校講師）

高 ： 工業（開発業務技術者、薬剤師 等）、理科（研究員技術者 等） 等

③ 民間人経験者等の活用

＜Ｂ．特別非常勤講師＞

優れた社会人を学校現場へ迎え入れるため、免許状を有しない者を教科等の一部

領域（例：看護、芸術等）を担任する非常勤講師に充てることができる。

【届出件数】 平成１７年度：２４，３２５件

【具体的事例】
小 ： 理科（自然観察指導員）、道徳（獣医師）、コンピュータ活用（専門学校講師）
中 ： 理科：理科（情報処理技術者）、技術（宮大工棟梁）
高 ： 工業（一級建築士、薬品工業社員） 等

＜Ｃ．専科担任制度＞

中学校や高等学校の教諭の免許状を有する者は、小学校において、相当する教

科等の教諭等となることができる。

高等学校の専門教科等の免許状を有する者は、中学校において、相当する教科

等の教諭等となることができる。

免許状種 担当教科 人数

理　　科 ７９

総合的な学習の時間 ６
理　　科

免許状種 担当教科 人数

理　　科 ３１

総合的な学習の時間 ４
理　　科

○ 中学校教諭免許状を有する者による
小学校理科専科担任

○ 高等学校教諭免許状を有する者による
小学校理科専科担任
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①授業計画の立案支援、教材開発支援

・・・優れた退職教員
研究者、技術者

②観察・実験活動の充実

・・・優れた退職教員
理系学生、教員養成系学生

③先端科学技術の知識やものづくり技術
の伝授 ・・・研究者、技術者

①複数の学校に巡回形式
で配置

②１学級に１名配置し、継
続的に支援を実施

③特別講師の活用も併せ
て実施

①希望する市町村・学校
から選択し配置

②数市町村に、モデル的
に配置

③各地域に満遍なく配置

＜最適人材の活用＞ ＜活用の形態＞ ＜配置方法＞

平成１９年度政府予算案 ２，０００百万円（新規）

都道府県・政令指定都市
教育委員会

面接、採用、研修、配置
計画、勤務管理、経理等
・コーディネータ
・事務員

小学校:約３千校

5～6年理科観察･実験等
（年間授業数の約1/3*）

*初年度は、原則2学期からの
配置を予定
・理科支援員
・特別講師

人材発掘

人材提供

【人材提供源】
・大学・大学院
・産業界・教員
・研究者・技術者
ＯB/OG団体 等人材配置

人材要望

１．授業の改善・充実

２．教員の資質向上

・児童の学習意欲を向上させる指導方法
・より良い教材開発、授業計画立案
・観察、実験活動の実践的指導力の充実
・先端科学技術の知識やものづくり技術の伝授

経済産業省と連携

（２）．今後の取組（平成１９年度新規事業について）

① 理科支援員等配置事業＜新規＞

【中学校理科教員】

・研修に必要な実験器具等の整備
・観察・実験活動等の実践手引きの作成
（研修生の旅費・宿泊費は都道府県市負担）

《基礎研修》
教育センター、理科教育センター等
○中学校で実施することが望ましいと考えられる観察・実験活動
実習の実施

《先端科学体験研修》
大学・研究機関等
○中学校教育課程と関連が深い分野の先端科学のうち、授業で
応用が可能な観察・実験プログラムの開発、実習の実施

初任者・１０年経験者等、特定の経験年次の全理科教員を対象に、観察・実
験活動等の実践的指導力を確実に育成。 中

学
校
理
科
教
育
の
充
実
・
向
上

平成１９年度政府予算案 ２００百万円（新規）

○中学校理科教員の、観察・実験活動等に関する実践的指導力の育成・向上を図る。（研修

活動に必要な経費を支援）

近
い
将
来
、
指
導
的
立
場
に
立
ち
、
後
進

理
科
教
員
の
指
導
力
向
上
に
貢
献

将
来
に
わ
た
り
充
実
し
た
授
業
を
実
施

② ティーチャーズサイエンスキャンプ＜新規＞
（理数系教員指導力向上研修）
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Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か

① 教職に対する強い情熱
教師の仕事に対する使命感や誇り、子どもに対する愛情や責任感など

② 教育の専門家としての確かな力量
子ども理解力、児童・生徒指導力、集団指導の力、学級づくりの力、学習指導・
授業づくりの力、教材解釈の力など

③ 総合的な人間力
豊かな人間性や社会性、常識と教養、礼儀作法をはじめ対人関係能力、コミュ
ニケーション能力などの人格的資質、教職員全体と同僚として協力していくこと

※ 平成１７年１０月２６日中教審答申「新しい時代の義務教育を創造する」

教職は、日々変化する子どもの教育に携わり、
子どもの可能性を開く創造的な職業

常に研究と修養に努め、専門性の向上を図ることが必要。
教員自身の「学びの精神」がこれまで以上に強く求められている。

教員に求められる資質能力
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Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か

② 特別免許状
（終身有効）

③臨時免許状

（有効期限３年）

それぞれ学校種別 （ 中学校・高等学校については教科別 ）

○ 授与権者

都道府県教育委員会

○ 免許状の有効範囲

・普通免許状 ： 全ての都道府県

・特別免許状

・臨時免許状

専修免許状
（修士課程修了程度）

一種免許状
（大学卒業程度）

二種免許状
（短大卒業程度）

授与を受けた
都道府県内

① 普通免許状
（終身有効）

教員は、教育職員免許法により授与される各相当の免許状
を有する者でなければならない（免許法第３条第１項）。

○ 免許状主義 ：

○ 開放性の原則： わが国の教員養成は、一般大学と教員養成系大学とがそれ
ぞれの特色を発揮しつつ行っている。

（１）．教員の養成（教員免許制度）

① 免許状主義と開放制の原則

② 免許状の種類
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学士の学位等 教職課程の履修 教員免許状＋ ⇒
教科に関する科目

教職に関する科目

① 「大学における養成」が基本。

③ 免許状の授与

④ 履修が必要な科目

教育課程及び指導法に関する科目・・・上記９教科すべてについて各２単位

その他、教職の意義等に関する科目（２単位）、生徒指導・教育相談・進路
指導等に関する科目（４単位）、教育実習（５単位）等

小学校１種免許状の場合

国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭、体育のうち、１以上
の科目で合計８単位

○教科に関する科目：

○教職に関する科目：

中学校１種免許状（理科）の場合

物理学、物理学実験、化学、化学実験、生物学、生物学実験、地学、地学実験

について、それぞれ１単位以上で合計２０単位

○教科に関する科目：

○教職に関する科目：

教育課程及び指導法に関する科目・・・１２単位

その他、教職の意義等に関する科目（２単位）、生徒指導・教育相談・進路指
導等に関する科目（４単位）、教育実習（５単位）等

高等学校１種免許状（理科）の場合

物理学、化学、生物学、地学、物理学実験・化学実験・生物学実験・地学実験
について、それぞれ１単位以上で合計２０単位

○教科に関する科目：

○教職に関する科目：

教育課程及び指導法に関する科目・・・６単位
その他、教職の意義等に関する科目（２単位）、生徒指導・教育相談・進路指

導等に関する科目（４単位）、教育実習（３単位）等
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＜小学校の教員給与 ［国際比較］＞
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万ドル

勤続１５年の給与

最高給与

初任給

勤続15年の給与OECD平均33,336ドル

OECD「図表でみる教育2005」

国公立の初等教育における教員の年間給与（2003年）を購買力平価による
米ドル換算すると、日本は高いグループに属する。

○ 「学校教育の水準の維持向上のための義務教育諸学校の教育職員の人材確保に

関する特別措置法」による教員の給与水準の確保

○ 県費負担教職員制度による広域人事

○ 各都道府県の教員研修センターによる研修、同僚同士が学びあう研修等による授業

研究やグッドプラクティスの共有

（２）．教員の資質向上のための方策

Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か



12

不足

教職員退職者数の推移（予測）
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中学校

小学校

・教員採用試験の倍率は、平成12年度をピークに大きく低下傾向
・今後10数年間、大量退職（≒大量採用）期を迎える（平成30年にピーク）

教員採用試験（小・中合計）
（実数・競争率）
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0.0
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8.0
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16.0

倍率

受験者数 採用者数 競争率

○退職者は今後１０年ほど急激に増加
○平成３０年にピークを迎える（24,861人）

○競争率は平成１２年にピーク（14.8倍）
○受験者、採用者ともに増加傾向だが、採用者
の増加の方が急

過不足（入学定員ー退職者数）の推移（予測）
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○平成３０年には、教員養成系大学・学部の学生
が全員教員になっても、約１万人不足する。

※この表は、各年度で、平成18年時点の教員養成系大学・学部の
学生定員（約1万５千人）から退職予定者数を引いたもの。
（実際の採用者数は現時点で不明であるため、退職者数を用いた）

（１）．今後の教職員の採用状況

（２）．文部科学省教員勤務実態調査（暫定集計（７～１１月分））

全公立小中学校の教職員の勤務や給与の在り方等を検討するにあたり、平成１８年７月から半年間、延べ
約４万６千人を対象に挙員の勤務実態を把握。

○教員勤務実態調査の目的

● なお、この暫定集計は、平成１８年７月から１２月までの６ヶ月間のうち、７～１１月分について暫定的に集計し
たものである。
● したがって、この暫定集計は教員勤務実態調査のうちの一部の調査結果であり、今後１２月までの全ての期間
の調査結果を踏まえた上で、教員の勤務実態を分析し、評価することが必要。

○調査結果

７月分 ８月分 ９月分 １０月分 １１月分
（夏季休業期）

6時間27分 2時間17分 7時間06分 6時間55分 6時間48分

2時間24分 1時間23分 1時間55分 2時間07分 2時間00分

1時間43分 4時間24分 1時間31分 1時間37分 1時間48分

0時間22分 0時間10分 0時間06分 0時間08分 0時間10分

10時間58分 8時間17分 10時間39分 10時間48分 10時間47分

2時間08分 0時間21分 1時間54分 1時間56分 1時間55分

①児童生徒の指導に直接的に
　 かかわる業務

うち、残業時間

②児童生徒の指導に間接的に
　 かかわる業務

③学校の運営にかかわる業務
　 及びその他の業務

④外部対応

合　　　計

42時間47分 7時間02分 38時間02分 38時間43分 38時間33分１日分×２０日

●教諭の勤務日・１日当たりの勤務時間（小・中学校平均）

●１ヶ月あたりの残業時間

全国の公立小・中学校のうち、地域・学校規模のバランスを考慮して無作為に抽出した学校（各１８０校）

（調査対象教員）
校長、教頭、教諭、栄養教諭、養護教諭、講師（常勤）

（業務の内容）

① 授業、補習指導、生徒指導、学

校行事、部活動・クラブ活動 等

②授業準備、成績処理、連絡帳の

確認、学年・学級通信の作成 等

③会議・打合せ、事務・報告書作成、

研修、会議、その他の校務 等

④保護者・ＰＴＡ対応、地域対応、

行政・関係団体対応 等
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Ⅰ．教員政策の構造

Ⅱ．理数教員政策

Ⅲ．教員の資質

Ⅳ．教員の質を支えてきた構造

Ⅴ．教員の質の危機

Ⅵ．何が必要か

今後の改善方策

① 教員の自主的・自立的な取組みを促し、
② 努力する教員が報われる
制度の構築を実現

・養成制度の改善（「教職実践演習（仮称）」の新設）

・採用選考の改善・充実（人物を重視した多用な人材の確保）

・現職研修の改善・充実

・免許制度の改革（資質能力のリニューアルのための更新制）

・教員評価制度の推進

・メリハリのある給与制度の構築
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養成・採用・研修等の改善・充実

○採用選考の改善・充実

・人物評価の一層の充実

・大学の成績や教職課程の履修状況

の適切な評価

・採用スケジュール全体の早期化

・受験年齢制限の緩和・撤廃、民間企

業経験者や退職教員の活用等、多様

な人材の登用促進

採用段階

○現職研修の改善・充実

・初任研等の内容・方法・評価等の改善・工夫

○人事管理の改善・充実

・条件付採用制度の厳格な運用や、指導力不

足教員に対する人事管理システムによる分

限制度の厳格な適用を一層推進

○教員評価の推進

・一人一人の教員の能力や業績を適正に評

価し、その結果を処遇に適切に反映

現職段階

○教職課程の質的水準の向上

○教職大学院の設置

養成段階

総合的な改善・充実

今回の教員養成・免許制度の改革に対応して、採用・研修等

を総合的に改善・充実

教員免許更新制の導入

養成段階を修了した後も、教員として必要な資質能力を確実に保証する養成段階を修了した後も、教員として必要な資質能力を確実に保証する

◆趣旨
免許状に有効期限を付し、免許状の取得後も、その時々で求められる教

員として必要な資質能力が保持されるよう、定期的に必要な刷新（リ
ニューアル）を図るための制度として、更新制を導入
◆免許状の有効期限 １０年間

◆ 更新の要件を満たさなかった場合、免許状は失効
（但し、講習の受講により再授与の申請は可能）

◆更新要件
有効期限内に講習を受講・修了すること
（講習は、「教職実践演習（仮称）」と同様の内容及びその時々で求められ
る資質能力に刷新（リニューアル）する内容）

◆ 現職教員にも同様の講習の受講・修了を義務付け
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教員評価制度
信頼される学校づくりのためには、教員評価を適切に行うことが不可欠。学校の評価と公開がより一層進められ
る中で、校長や教育委員会が、個々の教員の勤務の状況を詳細に把握し、それに基づいて、人事や処遇に反映
させていくことが重要。その中で、教員としての適格性を欠く者については、厳格に対処し、児童生徒の指導に当
たることのないよう、適切な人事管理を推進することが重要。

評価のイメージ（例）

目 標 設 定

実 行来年度の目標
への反映

自己評価＆反省 目標の追加・変更

校長・教頭による
目標確認・アドバ

イス

校長・教頭による
・目標達成度を
確認
・問題点・課題の
指摘
・次年度に向け
てのアドバイス

校長・教頭
の授業観察
等による
アドバイス

校長・教頭の
学校経営方針
の提示

校長・教頭の
学校経営方針
の提示

『教員の評価システムの改善に関する調査研究の委嘱（平成15～17年度）』
文部科学省では、全都道府県・指定都市教育委員会に、新たな教員評価システムについて調査研究を委嘱。
⇒ 平成１８年４月現在、６２教育委員会中５７教育委員会が新しい教員評価システムを試行又は実施。

教職員定数及び給与についての見直し方針

教職員定数関連

教職員給与関連

政府及び地方公共団体は、公立学校の教職員（公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標準に関する法

律（昭和三十三年法律第百十六号）第二条第三項に規定する教職員及び公立高等学校の適正配置及び教職員定数の

標準等に関する法律（昭和三十六年法律第百八十八号）第二条第一項に規定する教職員をいう。）その他の職員の総数

について、児童及び生徒の減少に見合う数を上回る数の純減をさせるため必要な措置を講ずるものとする。（行革推進法

（平成18年5月26日成立）第55条第3項）

教育条件を悪化させることなく、標準法対象の教職員の自然減を図る
とともに、その他の教育関係職員の純減を図る。

政府は、学校教育の水準の維持向上のための義務教育諸学校の教育職員の人材確保に関する特別措置法（昭和四

十九年法律第二号）の廃止を含めた見直しその他公立学校の教職員の給与の在り方に関する検討を行い、平成十八年

度中に結論を得て、平成二十年四月を目途に必要な措置を講ずるものとする。 （行革推進法（平成18年5月26日成立）
第56条第3項）

（行革推進法で規定）

（行革推進法で規定）

教員の勤務実態調査等を実施する。調査結果を踏まえ、教職員給与の
在り方等の総合的な検討を行い、平成１８年度中に結論を得る。
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今後の教員給与の在り方について（中教審答申（案））の概要
平成１９年２月２５日中教審教育制度分科会・初等中等教育分科会合同部会資料より作成

○ 教頭の複数配置の促進、校長を補佐する副校長（仮称）、管理職を補佐する主幹（仮称）及び指導
力に優れ他の教諭等への教育上の指導助言や研修に当たる指導教諭（仮称）の整備。

○ 学校事務の効率化、事務の共同実施の促進、事務長（仮称）制度の整備、地域住民や退職教員等
を活用した教員のサポート体制の充実等により、教員の事務負担を軽減。

○ 教員給与の優遇措置を定めた人材確保法を堅持。ただし、一律の優遇措置は見直し。

○ ４級制の給料表を見直し、副校長（仮称）、主幹（仮称）又は指導教諭（仮称）に応じて新たな級を創

設する等職務に応じた処遇を行う。

○ 教員に一律４％支給されている教職調整額を見直し、支給率にメリハリを付けて支給することを検討。

○ 教員に特有の手当のうち一律に支給される性格の手当等（義務教育等教員特別手当、給料の調整

額（特殊教育諸学校の教員に支給））については廃止・縮減の方向で、部活動手当や管理職手当等に

ついては充実の方向で検討。

○ 教員一人一人の能力や業績を適正に評価するため、教員評価の取組を促進し、その評価結果を処

遇へ反映。

○ 教員の時間外勤務の状況の改善のため、教員の勤務実態に応じて、１年間の変形労働時間制の導
入を検討。

①．学校の組織運営体制と教員の校務の見直し

②．メリハリある教員給与の在り方

③．勤務時間の弾力化等
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第３回日本学術会議主催公開シンポジウム
「知識社会における教師の科学的教養と教員養成」

日本学術会議講堂 平成１９年３月１２日

子どもと教師の科学的教養の

向上について

藤田英典

国際基督教大学

１．子どもの学力・科学的教養の向上
１）教科の学習
・カリキュラム（学習内容・教科書・副教材）
・教授・学習方法
・教師の指導力・科学的教養

２）生活経験・文化的環境（教師にとっても同様）
・学校の諸活動とカルチャー
・家庭・地域、生涯学習の機会・ネットワーク
・マスメディア、企業・広告、消費生活（例：環境問題）

◆ Scientific Mind and Culture in everyday life
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２ 教師の科学的教養と指導力の向上
１）教員の養成と採用
・教員養成制度（開放制、相当免許状主義、専修免許等）
・カリキュラム（教職専門、教科専門等とその内容）
・教職の魅力の向上と教員採用方法の在り方

２）教員の研修と教養・指導力の向上
・公的研修（初任研・１０年研修等、文科省・教委）
・準公的研修（内地留学・大学等での長期研修）
・校内研修（研究開発学校、授業研究、等を含む）
・教師の任意団体・研究サークル等での学習・研修
・学外の講座・シンポ等への参加を含む（大学を含む）
・授業実践・ＯＪＴと自己研鑽 （ゆとり・誇りが重要）
◆ Professional Learning Community

３ 教師の国際比較調査より

１）教師の学歴資格別構成と標準免許以上取得者率

9149501中等教育

9345550.2初等教育
アメリカ

9833652中等教育

924888初等教育
タイ

10088210中等教育

1000.74158初等教育
シンガポール

10029700.5中等教育

100167014初等教育
韓国

9715823中等教育

8538215初等教育
日本

9525928中等教育

9577327初等教育
香港

8017921後期中等

940.229(訂正）71前期中等

980575初等教育

中国

標準免許以上修士以上学士学士未満

教職資格（免許）教育資格（学位）

表１－２ 教育資格（学位）別・教職資格（免許）別の構成

出典：R. M. Ingersoll (USA), D. Gang & Sun Meilu (China), K. C. Lai (Hong Kong), H. Fujita (Japan), E.-G. Kim (Korea), S. Tan, A. F. L. 
Wong, S. Gopinathan, G. K. Chuan, I. Wong & O. K. Hong (Singapore), P. Siribanpitak & S. Boonyananta (Thailand) (2007), A 
Comparative Study of Teacher Preparation and Qualifications in Six Nations. CPRE Organization, University of Pennsylvania.
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２）免許外教科担当教員の割合

表２ 免許外教科担当教員の割合（中等教育）

30293229アメリカ

223102韓国

2.61.95.22.3日本（N県・中学）

28172915香港

社会理科数学国語

出典：R. M. Ingersoll, et al. (2007)

３）教師意識の国際比較（藤田他、日本・中国＝2000年、イギリス＝2002年）
表３ 教職に対する教師の意識（「あてはまる」＋「ややあてはまる」）

13827261277回答者総数

89.6 91.3 94.0 やりがいがある14

92.4 94.0 92.4 使命感が不可欠13

96.6 95.3 98.9 体力がいる12

97.584.8 68.4教師としての威厳保持が重要11

94.946.256.5自由裁量の範囲が大きい10

98.067.9 92.3 教師は専門職だ9

71.3 94.0 56.5教師は知識人だ8

71.3 94.6 57.7子どもにとって人生の手本7

77.4 88.1 78.2 生活を犠牲にする必要がある6

55.5 88.873.9 子どもの全人格に関わる5

17.4 70.0 42.3社会的評価が高い4

52.5 51.5 43.1経済的に恵まれている3

99.1 95.8 93.5 高度な専門知識が必要2

97.3 99.6 98.6 自己を高める努力が重要1

イギリス中国日本

出典： Fujita (2007), “The Qualification of the Teaching Force in Japan,” in R. M. Ingersoll, et al. (2007).
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表４教職に対する教師の意識（「はい」＋「ときどき」）

13827261277回答者総数

55.1 24.0 29.5 教師をやめたい5

99.9 97.5 96.6 毎日忙しい4

96.5 70.2 88.8 教師の権威低下している3

88.5 93.1 79.4 慢性的に疲れを感じる2

92.3 77.2 88.3 教師になってよかった1

イギリス中国日本

出典：Fujita (2007), “The Qualification of the Teaching Force in Japan,”
in R. M. Ingersoll, et al. (2007).

４）教師の現在（教師意識の国際比較の小括）
＊教育・教職の基本的特徴

①教育：総合的・包括的営み

②教職：専門性・自己研鑽・向上努力が重要
使命感・体力・自己犠牲～やりがい

＊３カ国共通の傾向
①多忙化・権威低下・慢性的過労
②マスコミは教育現場をわかっていない
③教師の権威低下

＊国別特徴（高学歴化・都市化・批判言説等の関数）
①中国：知識人・人生の手本・全人格に関わる
②イギリス：専門職・自由裁量範囲大・威厳保持重要
③日本：経済的に恵まれていない・社会的評価低い

自由裁量範囲狭い
知識人・人生の手本という意識低い

威厳保持が重要だという意識低い
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５）教師意識の規定要因（教師意識の国際比較）

表５ 「教師の権威低下」の規定要因（重回帰：β値）
及び各独立変数の「よくある/当てはまる＋ときどきある/まあ当てはまる」の割合

p < 0.01p < 0.01p < 0.01全β値、ANOVAとも

.094.152.126R2

97.1
.085

82.7
-

67.9
.112

教師の威厳保持が重要

60.0
-

43.0
.178

52.4
.144

保護者のクレーム頻繁

15.8
.160

16.3
.182

19.4
.161

子どもへの恐怖

93.1
.218

80.0
.217

86.8
.203

マスコミは教育現場の
ことをわかっていない

イギリス
β ％

中国
β ％

日本
β ％

独立変数

出典：Fujita (2007), “The Qualification of the Teaching Force in Japan,” in R. M. Ingersoll, et al. (2007).

＊「教師になってよかった」の規定要因

表６ 「教師になってよかった」の規定要因（重回帰、β）

p < 0.01p < 0.01p < 0.01全β値、ANOVAとも

.253.255.326R2

.074--同僚と教育観・方針を語る

--.086自分の体験談・人生観を話す

--.102教え子と交流がある

.129.121-社会的評価が高い

.440.455.515やりがいがある

イギリス中国日本独立変数

出典：Fujita (2007), “The Qualification of the Teaching Force in Japan,” in R. M. Ingersoll, et al. (2007).


